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		テーマ記載欄　※テーマ全文を省略せずに記載してください

	税務と財務会計とでは、その考え方や視点が異なるとWordラボサンプルWordラボサンプル。



	研究報告書作成にあたって　※各事項にチェックをしてください

	私は、研究報告書作成における以下の事項を遵守し、研究報告書を提出します。

☑　私は、ルールを遵守し他の文献やウェブサイトからの引用には引用符を用いてその出典を
明らかにし、無断引用を行っていません。
☑　私は、他の補習生の研究報告書を参考にしたり、写したりしていません。
☑　私は、自身の経験等に基づく記述をする場合において、業務の過程で入手した情報など
守秘義務の原則に抵触する記述を行っていません。
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Wordラボサンプル割愛
これに対し国税庁(2018)は租税の目的として①公共サービスのための資金の調達②所得再分配③景気調整④その他の政策目的を挙げ、法人税を③の代表例としている(p.3-p.4)。④の例として人口の増加または減少の抑制や、特定の産業の活発化などが考えられる。また、国税庁(2018)は租税原則として①負担の公平②経済への中立③制度の簡素④国際的整合性を挙げている(p.11-12)。
Wordラボサンプル割愛
しかし税務計算では原則として接待飲食費の50%を超える部分の金額については損金不算入となる(租税特別措置法第61条の4)。これは税収及び課税の公平性を確保するとともに企業の資本蓄積を推進する趣旨である。
Wordラボサンプル割愛
二つ目は固定資産の減損の処理である。これは一つ目と同じく損金不算入項目である。企業会計審議会(2002)によると、固定資産の減損とは「資産の収益性の低下により投資額の回収が見込めなくなった状態であり、減損処理とは、そのような場合に、一定の条件の 下で回収可能性を反映させるように帳簿価額を減額する会計処理」(p. 4)である。
Wordラボサンプル割愛
[bookmark: _GoBack]圧縮記帳とは「有形固定資産の取得に際して収益（補助金等）が発生した場合、その取得価額を減額（圧縮）することにより圧縮損を計上し、収益金額と圧縮損とを相殺してその年度の税負担を軽減する効果をもたせるもの」(EY新日本有限責任監査法人 2017)である。
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